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北
秋
田
市
消
防
団
（
藤
田
久
悦
消
防
団

長
）
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
が
４
月
２
日
、

鷹
巣
、
合
川
、
森
吉
、
阿
仁
の
各
地
区
で

行
わ
れ
、
団
員
た
ち
が
有
事
に
備
え
き
び

き
び
と
し
た
動
き
で
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
春
季
の
火
災
多
発
期
を

迎
え
、
消
防
ポ
ン
プ
等
の
機
械
器
具
の
点

検
や
知
識
と
技
術
の
向
上
を
図
る
目
的
で

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
場
所
と
な
っ
た
の
は
、
鷹
巣
地
区

が
鷹
巣
中
央
公
園
、
合
川
地
区
が
上
杉
農

村
運
動
公
園
、
森
吉
地
区
が
米
内
沢

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
下
の
阿
仁
川
河
川

敷
駐
車
場
、
阿
仁
地
区
が
阿
仁
湯
口
内
地

区
阿
仁
川
左
岸
の
４
か
所
。

　
こ
の
う
ち
鷹
巣
中
央
公
園
で
行
わ
れ
た

訓
練
に
は
、
第
１
分
団
か
ら
第
５
分
団
と

第
13
分
団
の
女
性
消
防
団
、
消
防
本
部
職

員
が
参
加
。
早
朝
の
肌
寒
い
な
か
、
団
員

た
ち
は
消
防
機
械
の
正
確
な
操
作
と
き
び

き
び
と
し
た
動
作
で
、
ポ
ン
プ
車
や
小
型

動
力
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
午
前
７
時
に
放

水
開
始
の
サ
イ
レ
ン
が
響
き
わ
た
る
と
、

公
園
の
池
に
向
か
っ
て
一
斉
に
放
水
し
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、
整

列
し
た
団
員
を
前
に
、
統
監
の
虻
川
副
市

長
が
「
地
域
か
ら
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
の
も
と
、
火

災
の
消
火
活
動
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
火
の
用
心
と
い
う
防
火
意
識
を
浸

透
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た

め
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、長
岐
邦
雄
副
団
長
が「
訓
練
は
、

長
年
の
熟
練
し
た
技
と
若
い
力
と
が
一
体

と
な
っ
た
意
義
あ
る
内
容
に
心
強
さ
を
感

じ
た
。
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
消
防
人
と
し
て
の
精
神
と
気
概
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
な
ど

と
訓
示
し
ま
し
た
。

市
消
防
団
一
斉
放
水
訓
練

有
事
に
備
え
４
地
区
で
放
水
訓
練

▲有事に備えて、市内４か所で行われた
一斉放水訓練（写真は鷹巣中央公園）

瓶
詰
め
ど
ぶ
ろ
く
「
マ
タ
ギ
の
夢
」
発
表
会

ど
ぶ
ろ
く
の
消
費
拡
大
に
期
待

　
瓶
詰
め
ど
ぶ
ろ
く
「
マ
タ
ギ
の
夢
」
の

発
表
会
が
、
３
月
22
日
に
打
当
温
泉
マ
タ

ギ
の
湯
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
40
人
が
参

加
し
、
新
商
品
の
販
売
を
祝
い
ま
し
た
。

　
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
株
式
会
社
（
仲

澤
弘
昭
・
代
表
取
締
役
）
は
、
平
成
17
年

度
に
奥
阿
仁
地
区
が
、
県
内
で
初
と
な
る

「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
ど
ぶ
ろ
く
「
マ
タ
ギ
の
夢
」
の

製
造
販
売
を
開
始
。
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の

湯
館
内
で
の
提
供
と
容
器
持
参
に
よ
る
量

り
売
り
に
よ
り
販
売
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ど
ぶ
ろ
く
「
マ
タ
ギ
の
夢
」
は
、
森
吉

山
系
の
湧
水
と
、
あ
き
た
こ
ま
ち
で
仕
込

ん
だ
手
作
り
の
お
酒
で
、
発
泡
性
が
あ
り
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香
り
と
口
に
含
ん
だ
時
の

心
地
よ
い
刺
激
が
特
徴
。
こ
れ
ま
で
全
国

ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
し
、
第
４

回
大
会
で
の
最
優
秀
賞
受
賞
を
は
じ
め
、

５
度
の
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
販
売
を
開
始
し
た
「
瓶
詰

め
マ
タ
ギ
の
夢
」
は
、
従
来
の
生
タ
イ
プ

に
火
入
れ
（
殺
菌
）
を
し
た
も
の
で
、
発

泡
性
は
な
く
、
な
め
ら
か
な
旨
み
と
柔
ら

か
い
の
ど
ご
し
が
特
徴
。
生
産
量
が
少
な

い
た
め
予
約
販
売
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
発
表
会
で
は
、
仲
澤
代
表
取

締
役
が
「
以
前
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
瓶
詰

め
を
昨
年
か
ら
検
討
し
、
今
日
か
ら
販
売

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
２
種
類
の

ど
ぶ
ろ
く
を
飲
み
比
べ
な
が
ら
、
北
秋
田

市
の
お
酒
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
虻
川
副
市
長
が
講
話
し
「
マ

タ
ギ
の
夢
は
、
ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
量
が
少

な
く
安
定
的
に
供
給
で
き
て
い
な
い
。
今

後
、
製
造
量
拡
大
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

国
へ
の
補
助
申
請
を
予
定
し
て
い
る
。
申

請
が
認
め
ら
れ
た
際
に
は
、
製
造
量
拡
大

の
整
備
と
合
わ
せ
て
、
施
設
を
ガ
ラ
ス
張

り
に
し
て
見
学
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
今
後
の
計
画
を
述
べ
ま
し
た
。

▲なめらかな旨みと柔らかいのどごしが特
徴の瓶詰め、どぶろく「マタギの夢」

瓶詰めどぶろく発表会／米内沢トンネル貫通式市消防団一斉放水訓練／市長ダイアリー

米
内
沢
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

開
通
に
向
け
大
き
く
前
進

　
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
国
道
２
８
５

号
滝
ノ
沢
バ
イ
パ
ス「
米
内
沢
ト
ン
ネ
ル
」

の
貫
通
式
が
、
３
月
21
日
に
現
地
で
行
わ

れ
、
施
工
業
者
や
県
、
市
、
地
元
自
治
会

の
代
表
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
て
貫
通

を
祝
い
ま
し
た
。

　
国
道
２
８
５
号
滝
ノ
沢
バ
イ
パ
ス
は
、

米
内
沢
字
七
曲
地
区
と
滝
ノ
沢
地
区
を
結

ぶ
道
路
で
、
現
在
こ
の
区
間
を
結
ぶ
２
８

５
号
に
は
、
急
こ
う
配
の
坂
道
や
連
続
し

た
急
カ
ー
ブ
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
開
通

す
れ
ば
県
北
か
ら
県
中
央
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
、
大
き
く
向
上
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
滝
ノ
沢
バ
イ
パ
ス
の
区

間
内
に
あ
る
米
内
沢
ト
ン
ネ
ル
は
、
平
成

27
年
に
着
工
し
、
延
長
が
３
６
７
メ
ー
ト

ル
、
事
業
費
は
約
13
億
円
で
、
今
年
10
月

の
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
貫
通
式
で
は
、
は
じ
め
に
貫

通
入
鍵
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
秋
田
地
域

振
興
局
の
水
澤
聡
局
長
が
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
重
機
の
音
が
鳴
り
響
き
、
そ
れ
に
合

わ
せ
暗
幕
が
降
ろ
さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
内
に

外
の
光
が
差
し
込
む
と
参
加
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
水
澤
局
長
や
津
谷
市
長
な
ど
、

代
表
者
が
順
に
貫
通
点
に
進
み
万
歳
を
し

て
貫
通
を
祝
っ
た
ほ
か
、
酒
樽
を
乗
せ
た

み
こ
し
が
威
勢
よ
く
入
場
し
て
式
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
代
表
者
に
よ
る
鏡
開
き
と

乾
杯
を
し
て
、
今
後
の
工
事
の
安
全
を
祈

願
し
た
ほ
か
、最
後
に
施
工
業
者
の
秋
田
・

花
岡
・
藤
島
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

を
代
表
し
て
、
秋
田
土
建
株
式
会
社
の
北

林
一
成
代
表
取
締
役
が
「
土
被
り
が
薄
い

箇
所
が
あ
り
心
配
さ
れ
た
が
、
県
の
的
確

な
指
示
、
協
力
会
社
の
懸
命
な
努
力
と
卓

越
し
た
技
術
力
に
よ
り
、
無
事
に
貫
通
を

迎
え
た
。
立
派
な
ト
ン
ネ
ル
を
造
る
よ
う

誠
心
誠
意
、
頑
張
り
た
い
」
な
ど
と
感
謝

と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲代表者による鏡開きで、今後の工事の安
全を祈願した米内沢トンネル貫通式

に
ゅ
う
け
ん◇

３
月
16
日
〜
４
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
鷹
巣
小
学
校
卒
業
式（
同
校
）

▽
第
６
回
森
吉
山
ダ
ム
水
源
地
域
活
性
化
協
議
会（
前
田
公
民
館
）

▽
北
秋
田
市
医
療
講
演
会（
文
化
会
館
）

▽「
地
方
道
路
交
付
金
工
事《
改
築
》米
内
沢
ト
ン
ネ
ル
」貫
通
式（
米

内
沢
字
滝
ノ
沢
地
内
）

▽
け
ん
こ
う
北
秋
田
21
計
画
策
定
委
員
会
答
申
書
提
出
（
本
庁
舎
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
臨
時
総
代
会（
文
化
会
館
）

▽
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７
実
行
委
員
会（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
職
員
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

▽
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
年
度
始
め
の
訓
示（
本

庁
舎
）▽
北
秋
田
市
消
防
団
長
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
防
犯
指
導
員
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

▽「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」北
秋
田
地
区
総
決
起
集
会（
北
欧
の

杜
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）▽
秋

田
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
入
学

式（
同
校
）

▽
鷹
巣
小
学
校
入
学
式（
同
校
）

▽
鷹
巣
中
学
校
入
学
式（
同
校
）

▽
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
交
付
２

名（
本
庁
舎
）

３
月
16
日（
木
）

17
日（
金
）

18
日（
土
）

21
日（
火
）

22
日（
水
）

24
日（
金
）

28
日（
火
）

31
日（
金
）

４
月
３
日（
月
）

４
日（
火
）

５
日（
水
）

６
日（
木
）

７
日（
金
）

12
日（
水
）

▲春の交通安全運動北秋田地区総決
起集会で祝辞を述べる津谷市長


